
新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した文化祭の試み 

学校番号６３・県立流山おおたかの森高校 

 

１ 目的 

 新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した上で、各クラス・団体の作品のよる「自己満足からの

脱却」を意識した良質な発表に向けた準備及び当日の運営を通して、生徒が協力して主体的に活動す

る力を養う。 

 

２ 成果 

 ①クラスの親睦が深まった。 

 ②自分達の構想したものを作品(映像・発表・物販)にすることの難しさを理解した。 

 ③催し物におけるクラスのリーダー的存在が明らかになった。 

 ④感染対策を踏まえた中で作品を準備し、発想力を高めることができた。 

 ⑤制限が多い中で、相手に楽しんでもらうための工夫をクラス全員で考え、思考力や表現力を高め

るとともに、人間関係形成能力も高めることに繋がった。 

 

３ 準備・実施段階の工夫 

 ①新型コロナウイルス感染拡大防止のため、発表形態を「映像」「物販」「体育館・屋外発表」とし

て、時間ごとにローテーションをして実施した。 

 ②全クラスを 3グループに分け、45分間はグループ内の発表だけを鑑賞するような日程を組んだ。 

 ③移動で密を避けられるように、各ローテーションの間で 20分間の移動時間を確保した。 

 ④2日間とも午前中で日程を終えられるように、映像発表は 5分間、体育館発表の時間は 15 分以内

とした。物販と屋外発表は、活動場所で準備・片付けを含めて 45 分間の活動を行った。 

 ⑤各クラスでオリジナル Tシャツを作成し、「Tシャツコンテスト」を実施した。Tシャツの紹介

は、映像にまとめられ、classi を活用して投票を行った。 

 ⑥映像鑑賞のための教室、物販のための教室、各発表場所、各クラスの控え室、それぞれの場所を

細かく振り分け、感染対策を実施した。 

 ⑦映像発表の一部に、教職員の「恋ダンス」発表も加えて編集を行った。 

 

４ 準備の流れと実施時期 

 ５ 月    ：要項の提示。ガイドラインをもとに、感染対策に留意した実施方法を検討。 

 ６ 月 上 旬：BPT(文化祭プロジェクトチーム)の招集。各クラス実施形態について検討。  

 ６ 月 下 旬：発表形態決定。各クラス発表内容を検討。各クラス企画書の提出。 

 ７ 月 上 旬：企画書の審査。感染対策を考慮した検討。 

 夏 季 休 業：各クラス準備期間。教職員「恋ダンス」練習・撮影。 

 ９月初旬～前日：映像作品提出・編集。Tシャツコンテスト撮影。 

 

５ 広報・報道実績 

 ①学校 HP で文化祭準備の様子を計４回掲載 

 ②PTA 会報にて文化祭の様子を掲載 



６ 取り組みへの反響 

もう一度、同じ条件で文化祭をすることになったら、今回の経験からどんな改善や工夫をします

か？（事後アンケートより） 

・装飾、衣装、ダンス、音響など発表内容の質にもっとこだわりたい。意外性インパクトのある発表 

 考えて、観に来た人をもっと楽しませたい。（同様の意見、他５５人） 

・もう少し先を考えて計画を細かく立て、見通しを持って活動したいと思いました。（同様の内容、 

他４６人） 

・クラスの分担、ローテーションの動き、移動時間や経路を、あらかじめ確認し、限られた時間の中 

で計画的に行動できるようにしたい。（同様の内容、他４６人） 

・体育館発表や屋外発表は撮影して後日上映（配信）するなど、できるだけ多くの発表が見れるよう 

工夫したい。鑑賞できるクラスを増やすために、ローテーションの仕組みを考えたい。（同様の意 

見、他３７人） 

・しっかりと利益が出るよう、物販の価格設定や商品の数を見直したい。売上票をつくるなど、お金 

の管理をしっかりしたい。（同様の意見、他１３人） 

 

 

７ 今後の方向性 

 １月下旬に実施予定の予餞会についても、文化祭の経験を活かし、各教室で映像を視聴する形式で

実施する予定。 



記録シート 

縁日・物販発表の様子① 

 
 

縁日・物販発表の様子② 

 



体育館発表の様子 

 

 

屋外発表の様子 

 
 

 



誘導係：誘導係や放送の指示でローテーション時の混雑を避けることができました。 

 
流山おおたかの森高校の象徴：大鷹→芸術の先生を中心に先生方で作り上げました 

 
 


